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　この計画では、現在のコミュニティの状況や、旧市町で整備し

てきた施設の配置状況を踏まえ、２０の地区に区分けしています。

この地区を基本にコミュニティの継続を重視しつつ適正な施設配

置を進めますが、各地区の将来人口推移や施設の保有量・老朽化

状況などはさまざまです。

　そのため、「地区の特性を踏まえた適正な施設配置の実現」を

基本方針の１つとして掲げ、地区の皆さんとの懇談をとおして、

利便性の高い施設やニーズに合った施設とはどのようなものなの

か、一緒に考えながら進めていきます。

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

「
佐
野
学
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

　

佐
野
日
本
大
学
短
期
大
学
で
実

施
し
て
い
る
「
佐
野
学
」
と
の
共

催
で
、「
佐
野
市
の
未
来
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
市
有
施
設
適
正

配
置
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
23
日

（土）
午
後
１
時

開
場
、
１
時
30
分
開
演

▼
会
場
＝
佐
野
日
本
大
学
短
期
大

学
大
講
義
室

▼
内
容
＝

【
第
１
部
】

基
調
講
演
「
ど
う
な
る
？
ど
う
す

る
？
佐
野
市
の
公
共
施
設
！
」

講
師
…
広
田
直
行
さ
ん

（
日
本
大
学
生
産
工
学
部
教
授
）

【
第
２
部
】

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
広
田
直
行

さ
ん

パ
ネ
リ
ス
ト
…
中
田
裕
久
さ
ん
、

大
﨑
映
二
さ
ん
、
松
永
安
優
美
さ

ん
、
小
暮
文
夫
さ
ん
、
金
子
好
雄

さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
200
人（
無
料
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
２
月
15
日

（金）

午
後
４
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て
、
同

大
学
佐
野
学
係

☎
（２１）
１
２
０
０ 

FAX‌

（２１）
２
０
２
０

　sanogaku@
sano-c.ac.jp

※
当
日
参
加
も
可

ふ
れ
あ
い
収
集

　

高
齢
や
障
が
い
な
ど
で
家
庭
ご

み
を
自
分
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
せ
な
い
世
帯
を
対
象
に
、
職

員
が
自
宅
へ
訪
問
し
、
ご
み
を
収

集
す
る
と
と
も
に
安
否
確
認
を
行

う
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
親
族
や
近

隣
の
方
の
協
力
が
難
し
い
、
65
歳

以
上
で
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
、
ま
た
は
障
害
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
の
単
身
ま
た
は

世
帯
で
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ
お
気
軽

に
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
請
を
受
理
し
た
後
、
事
前
の

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
用
い
た

情
報
伝
達
テ
ス
ト

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
発
生
時
に
備
え
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を

用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
国
内
全
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
20
日

（水）
午
前
11
時

▼
放
送
内
容

※
市
内
248
カ
所
に
設
置
し
て
あ
る

防
災
行
政
無
線
か
ら
、
一
斉
に
放

送
さ
れ
ま
す

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

市有施設適正配置 

～第７回 地区の特性を踏まえた施設配置を進めます！～

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い

さ
の
で
す
。」

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

地区の区分け
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

最
低
賃
金
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
平
成
30
年

10
月
１
日
か
ら
１
時
間
826
円
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内

の
６
産
業
の
特
定
最
低
賃
金
は
、

平
成
30
年
12
月
31
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
業
種
名
・
時
間
額
＝
塗
料
製
造

業
＝
943
円
、
は
ん
用
機
械
器
具
、

生
産
用
機
械
器
具
、
業
務
用
機
械

器
具
製
造
業
＝
889
円
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
＝
889
円
、
自
動
車
・
同
附
属

品
製
造
業
＝
896
円
、
計
量
器
・
測

定
器
・
分
析
機
器
・
試
験
機
・
測

量
機
械
器
具
製
造
業
、
医
療
用
機

械
器
具
・
医
療
用
品
製
造
業
、
光

学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
、

医
療
用
計
測
器
製
造
業
、
時
計
・

同
部
分
品
製
造
業
＝
889
円
、
各
種

商
品
小
売
業
＝
850
円

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

ネ
ッ
ト
通
販
の
詐
欺
サ
イ
ト

に
注
意

　

「
代
金
を
先
払
い
し
た
が
商
品

は
届
か
ず
、
連
絡
も
取
れ
な
い
」

「
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
注
文
し
た

ら
、
海
外
か
ら
偽
物
が
届
い
た
」

な
ど
、
詐
欺
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
サ
イ
ト
の
日
本
語
の
表
現

が
お
か
し
い
、
住
所
地
や
電
話
番

号
の
記
載
が
不
十
分
、
振
込
先
が

個
人
名
義
の
場
合
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
局
番
な
し
）１
８
８　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納（
前
払
い
）が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
６
カ
月

分
・
１
年
分
・
２
年
分
を
前
納
す

る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
度
前
納
の
初
回
取
扱
い
は

４
月
末
日
で
す
が
、
休
日
と
な
る

た
め（
金
融
機
関
の
）翌
営
業
日
と

な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
金
融
機
関
な
ど
に
あ
る
専
用

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
金
融
機

関
ま
た
は
栃
木
年
金
事
務
所
へ
提

出（
郵
送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
に
前
納
す
る
た
め
の
提
出

期
限
は
２
月
末
日
で
す
の
で
、
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

【
平
成
30
年
度
の
割
引
額
】

※
平
成
31
年
度
の
割
引
額
は
今
後

決
定
し
ま
す　

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
の
割
引
額
は
現
金
納
付
と
同
額

で
す

■
問
合
せ
＝
栃
木
年
金
事
務
所　

☎
０
２
８
２
（２２）
６
０
７
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
２
月
13
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

人にやさしいまちづくりは、コミュニティ活動から　　

　コミュニティとは、地域のいろいろな行事や活動を通じて、話し合い、

助け合い、力を合わせて、より良い地域の形成を目指す、住民同士のつ

ながりや集まりのことです。

　現在、地域では、お祭り、防犯防災、環境美化活動、地域福祉などの

活動を展開しています。「誰もが住んでよかったなと思うまち」をつく

るために、皆さんの積極的な協力や参加をお願いします。

【コミュニティ活動への助成事業】

　今年度、田沼北部地区コミュニ

ティ推進協議会が ( 一財 ) 自治総

合センターからの宝くじの一般コ

ミュニティ助成金を受けてエアコ

ン、テーブル、椅子などの備品を

購入しました。

■問合せ＝公民館管理課☎（２４）５７７１

【割引額比較表】

      　 （単位：円）

割引額 備考・

現金納付との差口座振替 現金納付

早割（当月末振替） 50 - 口座振替のみ 

６カ月分前納 1,110 800   310 円お得 

１年分前納 4,110 3,480   630 円お得

２年分前納 15,650 14,420 1,230 円お得

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
、
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

佐
野
法
人
会

春
季
一
般
公
開
講
演
会

▼
日
時
＝
３
月
２
日

（土）
午
後
４
時

～
５
時
30
分
▼
会
場
＝
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
佐
野（
２
階
・
平
安
の

間
）▼
演
題
・
講
師
＝「
今
、
世
界

で
、
日
本
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
？
」
～
メ
デ
ィ
ア
で
は
伝
え

き
れ
な
い
こ
と
～

モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
さ
ん

（
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

▼
定
員
＝
約
200
人

▼
入
場
料
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
公
益
社
団
法
人
佐
野

法
人
会
☎
（２２）
８
８
８
４




